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放送法第２７条 

   協会は、その業務に関して申し出のあった苦情その他の意見については、適切かつ迅速に                                

これを処理しなければならない。 

 

放送法第３９条 第４項 

会長は、３箇月に１回以上、自己の職務の執行の状況並びに第２７条の苦情その他の意見 

及びその処理の結果の概要を経営委員会に報告しなければならない。 
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技術・受信相談への意見   
１月から３月に技術・受信相談に関しては、１万３２９件の意見や問い合わせが寄せられました。これら

の意見や問い合わせの内訳は、受信不良の申し出が６，７４８件、受信方法やテレビのリモコンの操作方

法などの技術相談は３，５８１件です。受信不良の申し出については、一次窓口で対応を完了したのが 

３，４５２件（５１％）で、残る３，２９６件（４９％）は訪問による二次対応で改善の指導や助言を行い、技術相

談については、ふれあいセンターや各放送局の受信相談窓口で対応しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

経営への意見  
ＮＨＫの経営に関して、１月から３月の間にふれあいセンターや全国のＮＨＫに寄せられた意見や問

い合わせは、１，１７０件でした。丁寧に意見を聞くとともに、問い合わせについては対応資料などをもと

に回答しました。 

 

インターネット活用業務への声 

ふれあいセンターや全国のＮＨＫが受け付けた視聴者の声のうち、インターネット活用業務には１月 

から３月までに３万４，２８１件の問い合わせや意見が寄せられました。最も多かったのは４月から本格的

にサービスを開始した「ＮＨＫプラス」で２万６，７５０件と全体の７８％を占めました。次いでＮＨＫオンライ

ンや各番組のウェブページなどの「ホームページ」、ＮＥＷＳ ＷＥＢなどＮＨＫプラス以外の「動画音声配

信」、「ＮＨＫオンデマンド」などとなっています。「ＮＨＫプラス」については、ＩＤの登録方法に関する問

い合わせが多く寄せられています。このため、ご利用案内ページの説明を充実させたり、登録しやす

くするための機能を新たに追加したりするなど、随時、改善を重ねています。 

（ＮＨＫプラスの利用登録につきましては、こちらのホームページで動画などを使って分かりやす

くご案内しています。https://plus.nhk.jp/info/） 

 

 

 

 

 

事由
受信不良 6,748

一次対応 3,452
個別受信設備不良 2,955
共同受信設備不良 339
建造物による受信障害 16
雑音障害 119
混信・難視聴など 23

二次対応 3,296
技術相談 （受信方法などへの問い合わせ） 3,581

10,329合計
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意見・要望への対応事例 

■コロナ禍の視聴者の不安に応えて‥ 
 
新型コロナウイルスの感染拡大に歯止めがかからず、深刻な状況が今も続いています。ＮＨＫは、新型コロナウイ

ルスに関するニュースや番組制作に、引き続き力を注ぐとともに、視聴者のみなさまの不安を少しでも取り除けるよう、

さまざまな取り組みを進めています。 
 

● 視聴者の疑問に直接、答えるコーナーを充実 
 

「ＮＨＫニュース おはよう日本」では１月、視聴者のみなさまの

疑問・質問に答えるコーナーをより充実させるため、ディレクター、

アナウンサー、記者が専門チームを編成しました。番組ホームペ

ージなどを通じて質問を募り、去年１１月の募集開始から２月中旬ま

でに１，０００件を超える質問が寄せられました。 
随時、専門家などの解説を交えて、番組で分かりやすく回答しま

した。 
 
 
１月１４日、番組公式ツイッターに「受験生の感染対策」を解説した放送の 

動画を投稿したところ、これまでに１，４５０万回以上見られるなど、多くの 
人たちに活用されました。 
 
 
【視聴者の声】 
・ 新型コロナウイルスの疑問･質問コーナーはとてもよいと思う。（50代男性） 
・ 自宅療養の際の注意点を実際に診療にあたっている専門の医師が答えて 

くれた。コロナで死亡する原因、具体的な対応策などがよく分かった。 
（70代以上男性） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

おはよう日本 公式ツイッター 

ＮＨＫニュース おはよう日本 
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■公共メディアキャンペーン「いま、学びを守ろう。」 

 
新型コロナウイルスは子どもたちの学びにも大きな影響を与えていま

す。中でも以前から困難な環境にあった子どもたちがさらに追い詰めら

れ、「学びたいのに学べない」教育機会の喪失が広がりつつあります。

ＮＨＫは、こうした課題と向き合い、子どもたちの未来の選択肢を広げら

れるように、公共メディアキャンペーン「いま、学びを守ろう。」を１月から 

展開しました。 
 

「ハートネットＴＶ」は２夜連続で、“コロナで取り残される子どもたち”に

ついて考えました。家庭環境などによる教育格差が広がる中、子どもたちが

どんな状況に置かれているのか、子どもの学びの機会を守ろうと奮闘する 

ＮＰＯの取り組みとともに紹介し、今後、どんな取り組みが必要か、子どもた

ちの意見も聞きながら、議論しました。 
 
 

 
１３日には、キャンペーンの柱となる特別番組「学びたいのに学べない」

を放送しました。一人親の家庭や外国にルーツをもつ子どもたちを取材し、

教育格差の実態と課題をデータで明らかにし、解決策を考えました。 
このほか「あさイチ」や「逆転人生」など定時の番組でも関連企画を多数放

送し、「学びたいのに学べない」子どもたちを支えるための学校の新たな取

り組みなどを紹介しました。 
 

 
＜主なキャンペーン関連番組（放送順）＞ 
■あさイチ「コロナから“学び”を守ろう！」（１／２０・総合）■国際報道２０２１「パキスタン“シンドのマララさん”貧しい子どもたちに学

びを」（１／２１・ＢＳ１）■逆転人生「貧困の連鎖を断て！西成高校の挑戦」（１/２５・総合）■ニュース シブ５時「コロナで注目 ＹｏｕＴ

ｕｂｅ授業動画」（１/２８・総合）■ラジオ深夜便▽ママ☆深夜便「ことばの贈り物」（１/２９・ラジオ第１/ＦＭ）■クローズアップ現代＋「コ

ロナ禍の高校生～ルポ“課題集中校”～」（２/３・総合） 

このほか、山形、秋田、広島など地域放送局でも特集番組を制作 

 
 
 
【視聴者の声】 
・ 学びたいのに学べない、本当にやるせない社会だ。これ以上、格差を広げないためにも私大への補助金の増額

などできることはあるはずで、国が一刻も早く対策をとるべきだと感じた。                  （60代男性） 
・ 若い人たちが祖父母などを介護するという実態や、当事者の思いを知って衝撃を受けた。引き続き介護を担わな

ければいけない若者の実態を取材してほしい。                                  （60代女性） 

 
３月には、キャンペーンで伝えた情報を子どもたちがどう受け止めたのか、全国の大学生以下の子どもたちと語り

合ったり、海外を含め、先進的な地域、学校の取り組みを紹介したりする参加型番組を放送し、解決への道を探りました。 

「学びたいのに学べない」（２／１３・Ｅテレ） 

ハートネットＴＶ「コロナで取り残される子どもたち」 

（２／２、３・Ｅテレ） 








